
琉球大学のSDGsに関する教職員
アンケート調査報告書

琉球大学SDGs推進室

概要版

●SDGs（持続可能な開発目標）とは・・・

すべての人々にとってよりよい、より持続可能な未来を築くための青写真です。貧困や不平等、

気候変動、環境劣化、繁栄、平和と公正など、私たちが直面するグローバルな諸課題の解決を

目指します。SDGsの目標は相互に関連しています。誰一人置き去りにしないために、2030年ま

でに各目標・ターゲットを達成することが重要です。

【出典：国際連合広報センター】

本学では、第４期中期目標・中期計画において、教育・研究等活動におけるSDGsの取組の

推進と島嶼地域の課題解決に向けた多様なステークホルダーとの連携・協働を掲げており、これら

をスムーズに進めていくためには、何よりも教職員のSDGsに関する意識啓発（自分ごと化）と自

発的アクションを促していくことが求められます。

●調査目的

SDGs持続可能な開発目標への取り組みについて、教職員の理解、考えや実践等のアンケートを

行うことで、本学でのSDGs活動のチェックを行い、改善しながらSDGs達成に貢献することを目的と

して実施しました。

●調査実施日

2021年３月５日～3月26日

●調査対象者

教員（常勤教員）回答者数：192人、 職員（常勤・非常勤）回答者数：240人

●調査方法
教職員対象にMicrosoft FormsのWeb形式にてアンケートを実施しました。



SDGsの理解度
「SDGsの理解度」は、教員が8割と高く、一方教員は理解していないが5割弱と高い結果となりました。
内容は理解していても、アクションまでは行っていないが、教職員とも4割前後で高く、実践的なワークショッ
プ等でアクションにつなげていく取組は重要です。

教職員のSDGｓの理解度 教員・職員

「業務または日常生活を通じた社会課題解決の取組」は、教員が5割弱、職員が2割と取組の割合に
開きがありました。
教職員の結果から、役割の違いが取組割合と関連していると想定されますが、自身の生活との結びつきを
丁寧に伝える努力も重要です。

課題解決の取組み 教員・職員
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重点的に取り組むべき目標 教員・職員

①SDGs17の目標で特に重要であると思う目標（複数回答）

「②飢餓をゼロに」、「⑧働きがいも経済成長も」について、職員が教員より高い割合で重要さを示してい

ます。学内での教職員の連携、学外の多様なステークホルダーとの連携が、SDGsの理解度や実践度

を高めるには重要です。

②SDGs17の目標で琉球大学が特に取り組むべきだと思う目標（複数回答）

教員・職員ともに、「④質の高い教育をみんなに」が最も上位になっています。

亜熱帯の島嶼に位置する本学の特長となる「⑭海の豊かさを守ろう」が教員では45.3％に対して職

員は29.6％と15.7ポイントの開きがあり、「⑬気候変動に具体的な対策を」が教員・職員ともに約2

割と相対的に低い結果となりました。



③琉球大学SDGs推進室の設置によるワーキング活動での重点的な取組目標（複数回答）

教員では「子どもの貧困問題」が職員より16ポイント高く、解決すべき沖縄の社会課題として認識され

ています。職員では「琉大SDGsシンポジウムの開催」が教員より19ポイント高く、シンポジウムを通じて

SDGsの理解を深めようする傾向がうかがえます。

本調査時に、SDGsに関連する科目提供がある割合は4割強、科目提供の関心は3割弱と少ない結
果となりました。

教員のSDGsとの関り 教員

SDGsに関連する科目提供の関心2021年度SDGsに関連する科目の提供
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